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1. 2025年3月期第1四半期の業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 1,390 ― 16 ― 18 ― 40 ―

2024年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 7.43 ―

2024年3月期第1四半期 ― ―

（注）2024年３月期第１四半期までは連結業績を開示しておりましたが、2024年３月期第２四半期より非連結での業績を開示しております。そのため、2024年３月
期第１四半期の経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 7,108 3,369 47.4

2024年3月期 6,953 3,449 49.6

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 3,369百万円 2024年3月期 3,449百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 20.00 ― 21.00 41.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2025年３月期の配当予想額については未定であります。

3. 2025年 3月期の業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,834 18.4 4 ― 6 ― 30 ― 5.50

通期 6,600 36.0 25 ― 22 ― 8 ― 1.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 5,500,000 株 2024年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 51,446 株 2024年3月期 51,446 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 5,448,554 株 2024年3月期1Q 5,448,554 株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、2023年８月31日付で当社の子会社であったNIC Autotec(Thailand)Co.,Ltd.の清算が結了したことに伴い、

前第１四半期累計期間までは連結決算でありましたが、前第２四半期会計期間より非連結決算に移行しました。これ

により前第２四半期累計期間より四半期連結財務諸表を作成していないため、当第１四半期においては前年同期との

比較分析は行っておりません。

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化に伴い、雇用・所得環境の改善や設備投資に持ち

直しの動きがみられ、景気は緩やかな回復傾向となりました。一方で、ウクライナ・中東情勢の問題や円安の進展に

よるエネルギー・素材価格の高止まり、中国経済の減速など、依然として先行きが不透明な状況で推移しました。こ

のような状況下において、当社主力製品である「アルファフレームシステム」の一般顧客向け販売は堅調に推移し、

自動化・省人化装置等についても、半導体関連企業及びFPD製造関連企業の設備投資意欲の改善により、受注が回復傾

向となりました。また、製造原価低減に向けた生産体制の見直しの成果も徐々に表れることとなりました。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,390百万円、営業利益は16百万円、経常利益は18百万円、四半期純利

益は法人税等調整額△30百万円の計上により40百万円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

[ＦＡ部門]

ＦＡ部門におきましては、「アルファフレームシステム」の一般顧客向けの販売では、当社独自の設計サポートサ

ービス「カクチャTM」及び組立作業の省人化を可能とする「マーキングシステムTM」の積極的な営業活動により案件数

が伸長し、売上高は堅調に推移いたしました。また、装置品においては、新規分野への展開を推し進め複数の生産設

備及び大型構造物を受注いたしました。また、半導体関連及びFPD関連の市場全体の設備投資は回復傾向であり、これ

らの業界向けの積極的な受注活動を展開し、従来品のみならず新規開発品の採用による売上拡大を図っております。

この結果、当部門の売上高は1,151百万円となりました。

[商事部門]

商事部門におきましては、主要顧客の生産が引き続き低位に推移する中で積極的な受注活動を展開したものの、消

耗品や治工具類の需要が減少しており、これらの売上高は低調に推移しました。また、機械設備関係については、景

気の下振れ懸念等により主要顧客の設備投資が控えられることとなり、受注が減少する状況となりました。

この結果、当部門の売上高は238百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産・負債・純資産の状況

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比べ155百万円増加し、7,108百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が61百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が78百万円、原材料及び貯蔵品が134百万

円、それぞれ増加した一方で、電子記録債権が109百万円減少したことなどによります。

負債は前事業年度末と比べ235百万円増加し、3,739百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が181

百万円、短期借入金が100百万円、それぞれ増加した一方で、電子記録債務が47百万円、長期借入金が33百万円、そ

れぞれ減少したことなどによります。

純資産は前事業年度末と比べ80百万円減少し、3,369百万円となりました。これは主に、配当金の支払いがあった

ことなどにより、利益剰余金が73百万円減少したことによります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、本日別途公表いたしました「2025年３月期第２四半

期（累計）業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、当初の予想を上回る見込みとなります。2025年３月期通期

の業績予想につきましては、2024年５月10日に発表しました業績予想からの変更はありませんが、今後の経営環境及

び第２四半期累計期間の実績を踏まえて再考し、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表いたします。

なお、当該業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 402,831 464,064

受取手形、売掛金及び契約資産 701,145 779,205

電子記録債権 1,000,393 890,482

商品及び製品 172,805 175,738

仕掛品 254,533 296,639

原材料及び貯蔵品 491,312 625,590

その他 29,809 25,437

流動資産合計 3,052,831 3,257,157

固定資産

有形固定資産

建物 3,689,003 3,689,003

減価償却累計額 △1,696,907 △1,727,980

建物（純額） 1,992,096 1,961,023

土地 1,003,545 1,003,545

その他 1,632,898 1,616,855

減価償却累計額 △1,058,461 △1,082,725

その他（純額） 574,437 534,129

有形固定資産合計 3,570,079 3,498,699

無形固定資産

その他 22,652 23,605

無形固定資産合計 22,652 23,605

投資その他の資産

その他 308,340 329,501

投資その他の資産合計 308,340 329,501

固定資産合計 3,901,072 3,851,805

資産合計 6,953,904 7,108,963

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 395,231 577,200

電子記録債務 755,458 707,844

短期借入金 350,000 450,000

1年内返済予定の長期借入金 197,000 197,000

未払法人税等 1,285 11,793

賞与引当金 57,938 86,609

製品保証引当金 480 491

受注損失引当金 119 ―

その他 200,974 212,253

流動負債合計 1,958,486 2,243,191

固定負債

長期借入金 1,212,000 1,179,000

退職給付引当金 226,007 223,034

その他 108,193 94,731

固定負債合計 1,546,200 1,496,766

負債合計 3,504,687 3,739,957
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 156,100 156,100

資本剰余金 146,100 146,100

利益剰余金 3,140,738 3,066,818

自己株式 △34,791 △34,791

株主資本合計 3,408,147 3,334,227

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 41,069 34,778

評価・換算差額等合計 41,069 34,778

純資産合計 3,449,216 3,369,005

負債純資産合計 6,953,904 7,108,963
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 1,390,139

売上原価 1,079,778

売上総利益 310,360

販売費及び一般管理費 294,285

営業利益 16,075

営業外収益

受取配当金 1,927

仕入割引 1,954

固定資産売却益 1,799

その他 1,409

営業外収益合計 7,090

営業外費用

支払利息 2,311

固定資産売却損 2,213

その他 139

営業外費用合計 4,664

経常利益 18,501

税引前四半期純利益 18,501

法人税、住民税及び事業税 8,827

法人税等調整額 △30,826

法人税等合計 △21,998

四半期純利益 40,499
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

当第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 64,902千円

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 当第１四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期
損益計算書
計上額ＦＡ部門 商事部門 計

売上高

一時点で移転される財及びサービス 1,042,214 142,654 1,184,868 ― 1,184,868

一定の期間にわたり移転される
財及びサービス

109,271 96,000 205,271 ― 205,271

外部顧客への売上高 1,151,485 238,654 1,390,139 ― 1,390,139

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 1,151,485 238,654 1,390,139 ― 1,390,139

セグメント利益 2,406 13,668 16,075 ― 16,075

（注）セグメント損益は、四半期損益計算書の営業利益と対応しています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．その他

受注及び販売の状況

① 受注実績

当第１四半期累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 受注高（千円）
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ＦＡ部門 1,300,018 ― 1,082,387 ―

商事部門 149,418 ― 77,782 ―

合計 1,449,436 ― 1,160,170 ―

② 販売実績

当第１四半期累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 販売高（千円） 前年同四半期比(％)

ＦＡ部門 1,151,485 ―

商事部門 238,654 ―

合計 1,390,139 ―

なお、当社は、前第２四半期会計期間より非連結決算に移行し、前第１四半期会計期間においては四半期財務諸

表を作成していないため、前年同四半期比を記載しておりません。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月１日
エヌアイシ・オートテック株式会社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

北 陸 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 小 松 聡

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 大 枝 和 之

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているエヌアイシ・オートテック株式会社

の2024年４月１日から2025年３月31日までの第54期事業年度の第１四半期会計期間（2024年４月１日か

ら2024年６月30日まで）及び第 １四半期累計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行

った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務

諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用

されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなか

った。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューに

おける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ

て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国

において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経

営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半

期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に

関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その

他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表におい

て、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる

事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は

重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して

限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告

書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続

できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に

準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ

ー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


